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令和６年度   ２月の園だより  みみょう保育園 

広島市南消防署  

警防課 救助係 

＜一人ひとりの思いを大切に ～心あたたまる豊かなやりとり～ ＞  

 園庭では、きりん組さんと保育士が一緒に植えたち

ゅうりっぷの球根が土の中から少し芽を出していま

す。今年度も残り２か月となりました。子どもたちと

の一日一日を大切に過ごしていきたいと思います。 

 １月末には、０歳児クラスは保護者の方と個人懇談

や１．２歳児クラスは給食試食会を開催することがで

きました。体調不良等でご参加していただくことがで

きなかった方も、参加を楽しみにされていたことと思

います。これからも、園へお越しいただく機会も工夫

し、保護者参加型行事など通して、子どもの育ちを感

じ一緒に喜び合えるみみょう保育園でありたいと思っ

ております。ありがとうございました。 

ある夕方、お迎えの時のお話です。２歳児クラスＡ

ちゃんが「おかあさん、おかえり」Ａちゃんのお家の

方は「ただいま。人形劇たのしかった？」と帰り支度

をしながら親子でお話している場面に遭遇しました。

Ａちゃんも嬉しそうに今日の出来事をお話ししていま

す。すると、Ａちゃんのお家の方が「今日は第二みみ

ょうこども園から自分で荷物持って帰ってきたの？

（A ちゃん 「うん」）ありがとう。助かったよ。」と

Ａちゃんに優しく言葉を掛け、私はＡちゃん親子の心

温まるやりとりに出会い、嬉しい気持ちになりました。  

また別日も、保育士と保護者の方がお子さんの育ち

をエピソードや姿から共有する中で、お家の方がご家

庭で保育園の嬉しかったこと悲しかったこと、お友だ

ちのことなどたくさんのやりとりを通して子どもの思

いを受け止めたり、時には「（お友だちの）○○くんも

優しい子なんだよ」など対話を重ねてくださっている

ことなど、２歳児クラスの保育士が「おたより帳にこ

んな素敵なエピソードを書いてくださっています」と、

嬉しそうに話してくれることもありました。赤ちゃん

のころから、子どもを一人の人として受け止め、尊重

し、発達や年齢に合わせたやりとりを大切にする中で、

時に相手の思いも伝えながら、肯定的に返し子どもの

豊かな心を育てていくのだと親子の愛がにじみでるよ

うな雰囲気のエピソードを通して、改めて考える機会

となりました。 

 赤ちゃんの頃からたっぷり愛情をそそいでもらい、

大好きな人との心温まる対話の積み重ねが、人と人と

のつながりを更に深め、他者への期待や信頼へつなが

り、人と関わることが好きなな人へ育っていきます。 

 

子育て応援コラム 

消さないで 

あなたの心の 

注意の火 

 ２月２１日（金）に予定しています「２歳児きり

ん組進級説明会」は、制服の採寸や幼児教育無償化

に伴う給食費の徴収について、説明会をします。ま

た、第二みみょうこども園、現年少担当職員による

“あか組さんってどんなところ？”など質問できる

機会も計画中です。ぜひ、ご参加ください。 

「6つになった 」 

1つのときは なにもかも はじめてだった。 

2つのときは ぼくはまるっきりしんまいだった。 

3つのとき ぼくはやっとぼくになった。 

4つのとき ぼくはおおきくなりたかった。 

5つのとき なにからなにまでおもしろかった。 

今は 6つで ぼくはありったけおりこうです。 

だから いつまでも 6つでいたいと ぼくは 

おもいます。 

 

くまのプーさんの原作者  A Aミルンの詩 

  （訳 周郷 博） 

 

０歳、初めての世界に飛び出して、1 歳、見るものする事す

べてが初めて。２歳の頃は何をするにもたどたどしく、３歳で

は自我が大きく膨らんで「ぼくになった」と自覚します。４歳

は、目の前の世界がますます広がり年長児にあこがれを抱き、

「あんなふうになりたい」「おおきくなりたい」と思い、園生

活を自分のものにし始めた５歳は「なにからなにまでおもしろ

かった」と。 

そして仕上げの６歳は、自分は“おりこう”と自信に満ちてい

ます。 

このように子どもは成長していきます。未来を生きる子ども

たちの成長を促し支える場が園、そして温かい家庭です。 

 

２月の行事予定 

今後の行事予定 

３・４月の行事予定は別紙にて配信します。 

ご確認、よろしくお願いします。 

そうして、信頼関係を育む中で、言葉も豊かになり、

「どうして？」「なんで？」など、さまざまなことへ

興味・関心が広がっていく子どもたちと私たち大人も

心あたたまる豊かなやりとり（対話）を重ね、時には

大人自身も感じたこと、思ったことを伝えることも大

切にしていきたいと思います。小さな頃から、自己を

発揮し、自己肯定感を育み“じぶんはじぶんのままで

いいんだ”と自分を大切にできる人へ、そして、みみ

ょうの保育理念「感謝と思いやりのある、自主的な行

動のとれる子」へと育っていくのです。 

みみょう保育園ではいつも子どもの話が溢れてい

ます。０．１歳児の最も大切な乳児期は信頼できる人

との心と心を通わせた関わりややりたいことを満足

いくまでできる環境の中でその子らしさを（主体性）

を発揮し、２歳児きりん組さんのように自分で考えた

ことを実現できることを喜び、そして、他者との関わ

りや集団の中で社会性を育みながら育ち合っていま

す。年齢に応じた子ども同士のつながりの中で、嬉し

いことも、悔しいことも、たくさんの経験を積み重ね、

自分の思いを伝えることができたり、相手の思いに気

づいたり、心豊かに育ってほしいと願っています。 

１月末に保護者アンケートも配信し、たくさんのご

意見や思いもいただいております。また、給食試食会

にご参加いただいた方からもたくさんの質問や悩み

など伺える機会にもなりました。これから、保護者の

みなさまにはアンケート結果や質問事項など共有し

たいと考えています。子どもたちにとっても保護者の

みなさまにとっても安心して預けていただける園を

目指して、職員一同保護者のみなさまとも対話を重ね

“楽しい保育”を目指して参ります。よろしくお願い

いたします。 

 

                   

 

 

 

 

 

みみょう保育園 園長  


